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1．はじめに   コンクリートとモルタルの

接着面における剥離や空洞などの非破壊

検査方法として，横波超音波共振法を適

用した。本方法の適用性を検証するため，

コンクリート内部に発泡スチロールな

どの介在物を埋め込んだ供試体を作製

し，探査波形から接着面における欠陥探

査が可能かどうか実験を行った。  

２．実験概要 供試体の種類と概要を

Fig.1(a)～ (d)に示す。供試体として寸法

300×300×100mm のコンクリート版（W/C: 

50%，σc: 26.9N/mm2）を作製し，その後，

補修用モルタル（σc: 50.8N/mm2）を用い

て厚さ d=10，20mm で上面を被覆した。

No1 は健全な供試体，No2～No4 は欠陥

を模擬した供試体である。模擬欠陥は，

厚さ 5mm の発泡スチロール板，鋼板お

よび木板などを埋め込んで作製した。  

横波共振法に用いた発振・受振子セン

サーは，点接触型，周波数 5kHz である。

測定器はソニックサーチャＴＲ300 を使

用した。横波共振法による欠陥探査の概

要を Fig.2(a)および (b)に示す。共振振動

数は欠陥の有無に応じて変化するため，

各測定部分の探査波形を記録し，共振振

動による探査波形の最大振れ幅に着目し

て内部欠陥の有無を推定する。  

測定時の発振子と受振子のセンサー

間隔は 50mm と 100mm とし，供試体上

面の中心線を挟むように配置する。そし

て，供試体の左端から右端に向かって任

意間隔で測点を設け，波形を測定した。 
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Fig.1 供試体の形状寸法（d=10mm,20mm）  
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Fig.2 横波共振法による欠陥探査  
Shear wave resonating method 
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３．実験結果 各供試体における探査波形

の最大振れ幅 (波形の最大値と最小値の

差：mV)の測定結果を Fig.3(a)～ (d)に示す。

ここで，発振子と受振子のセンサー間隔が

50mm の場合，両センサーの測点は欠陥供

試体の欠陥の上部を通る。一方，センサー

間隔が 100mm の場合，両センサーは欠陥

部と健全部の境界を通るように計測した。 

Fig.3(a)に示すように，欠陥部のない No1

供試体の最大振れ幅は小さく，各測点にお

ける最大振れ幅の変化も認められない。一

方，同図 (b)に示す No2 の測定結果から，

欠陥部の大きさが 100×100mm の測点で

は健全部に比べて最大振れ幅が大きくな

り，欠陥部の探査が十分に可能である。セ

ンサー間隔が 50mm の場合，両センサーは

欠陥の上部を通ることから，センサー間隔

100mm の場合に比べて最大振れ幅は大き

くなっている。なお，d=10mm の場合，探

査波形が振り切れているため，実際の最大

振れ幅は 1000mV 以上である。  

Fig.3(c)に示すように，欠陥部の幅が

40mm の部分では最大振れ幅が大きくなり，

欠陥の探査はできた。しかし，欠陥幅が

10mm の場合については最大振れ幅の変化

は見られず，探査は難しいことがわかった。

また，同図 (d)に示す No4 の測定結果から，

木板部では最大振れ幅が大きくなり，鋼板

部の最大振れ幅は非常に小さかった。  

４．おわりに   本実験結果から，モルタル

の厚さが 10mm と 20mm の場合において

は，接着面における欠陥部の幅が 40mm と

100mm の場合や木板を埋め込んだ場合な

どでは探査波形の最大振れ幅が大きくなり，

横波共振法により欠陥探査が十分に可能で

あることが確認できた。  
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Fig.3 最大振れ幅の測定結果  
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